
株
式
会
社

　横
山
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
社

T
E
L
．
０
１
１ 

― 

６
６
９ 

― 

3
9
1
5

F
A
X
．
０
１
１ 

― 

６
６
９ 

― 

3
9
1
6

〈
発
行
印
刷
会
社
〉

　木 蓮 が〝十・八・連〞
の合字であることから、
連隊花として制定されま
した。
　第５代連隊長・高木成
助１等陸佐が考案され、
連隊隊舎東側に植樹され
ている木蓮は、毎年５月
上旬に鮮やかな薄桃色の
花をさかせ、連隊に春の
訪れを告げるとともに、
連隊を温かく見守ってい
ます。

連隊花　木蓮

　平成15年10月に現連隊
最先任上級曹長である髙
橋准尉によってデザイン、
作成されました。
シンボルマークには、
・精 強 性「白頭鷲」
・迅 速 性「稲妻」
・勝者の証「月桂樹」
の意味が込められていま
す。

連隊シンボルマーク

最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式

第
34
代
第
18
普
通
科
連
隊
長
離
任

　
連
隊
は
、
３
月
10
日
（
木
）、
連
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
連
隊
最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式
を
挙
行
し
た
。

■
第
６
代
最
先
任
上
級
曹
長
（
中
田
准
尉
）

　
常
に
現
場
の
実
情
を
把
握
し
、
上
意
下
達
、
下
意
上

達
を
実
践
し
、
部
隊
の
伝
統
を
継
承
し
連
隊
の
精
強
化

に
寄
与
し
た
。

　
中
田
准
尉
は
、
富
士
学
校
普
通
科
部
に
異
動
さ
れ
、

来
年
３
月
に
最
先
任
上
級
曹
長
に
上
番
す
る
予
定
で
あ

る
。
　
　

■
第
７
代
最
先
任
上
級
曹
長
（
髙
橋
准
尉
）

　
合
言
葉
を「
執
念
」と
し
、連
隊
の
准
曹
士
に
対
し
、「
最

後
ま
で
諦
め
ず
自
ら
考
え
行
動
し
、
特
技
及
び
戦
技
の

プ
ロ
と
し
て
、
プ
ラ
イ
ド
を
高
く
堅
持
し
訓
練
に
邁
進

す
る
こ
と
」
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
准
曹
士
の
先
頭

に
立
ち
練
磨
に
励
み
、
職
務
を
全
う
し
て
い
く
決
意
を

述
べ
た
。

　
第
34
代
第
18
普
通
科
連
隊
長

松
本
１
佐
は
、
３
月
11
日
付
を

も
っ
て
第
18
普
通
科
連
隊
長
の

任
を
解
か
れ
、
第
47
普
通
科
連

隊
長
に
転
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
統
率
方
針
「
　
和
　
」

　
要
望
事
項
「
必
ず
成
す
」

第１１旅団創立記念行事
真駒内駐屯地開庁記念行事

　
連
隊
は
、
６
月
26
日
（
日
）

第
11
旅
団
創
立
14
周
年
・
真
駒

内
駐
屯
地
開
庁
68
周
年
記
念
行

事
に
参
加
し
た
。

　
観
閲
式
は
、
絶
好
の
晴
天
に

恵
ま
れ
、
冒
頭
の
連
隊
所
属
の

女
性
隊
員
で
編
成
さ
れ
た
旗
衛

隊
に
よ
る
息
を
合
わ
せ
た
国
旗

掲
揚
は
、
本
記
念
行
事
に
華
を

添
え
る
演
出
と
な
っ
た
。

　
参
列
部
隊
の
中
央
に
位
置
し

た
我
が
連
隊
は
、
そ
の
威
風

堂
々
と
し
た
姿
に
よ
り
旗
本
連

隊
と
し
て
の
威
容
を
誇
示
し

た
。
ま
た
訓
練
展
示
で
は
連
隊

長
（
聖
德
１
佐
）
が
実
施
部
隊

の
担
任
官
と
な
り
、
各
部
隊
と

の
綿
密
な
調
整
・
連
携
を
図
り

練
成
を
重
ね
た
結
果
、
実
戦
さ

な
が
ら
の
迫
力
あ
る
訓
練
展
示

と
な
り
、
ご
来
場
の
皆
様
か
ら

は
多
大
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
い

た
。

　
本
記
念
行
事
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
連
隊
か
ら
多
数
の
人

員
・
車
両
が
参
加
し
、
そ
の
成

功
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

精神教育中の聖德連隊長

精神教育に耳を傾ける隊員

生活隊舎の初度巡視

第６代最先任上級曹長（中田准尉）
　　　　　　　　　第７代最先任上級曹長（髙橋准尉）

　
連
隊
は
、
３
月
14
日
（
月
）、

連
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
第

18
普
通
科
連
隊
長
　
聖
德
１
佐

の
着
任
式
を
挙
行
し
た
。

　
第
11
旅
団
長（
宮
本
陸
将
補
）

か
ら
経
歴
等
の
紹
介
を
受
け
た

の
ち
着
任
式
を
行
い
、
着
任
の

辞
に
お
い
て
統
率
方
針
「
所
命

必
遂
」、要
望
事
項
「
向
上
」「
連

携
」
の
２
点
を
掲
げ
た
。

　
午
後
か
ら
着
後
状
況
報
告
を

受
け
て
連
隊
の
状
況
を
把
握
す

る
他
、
翌
日
に
初
度
巡
視
及
び

精
神
教
育
を
行
い
、勤
務
隊
舎
、

営
内
者
の
生
活
環
境
、
各
倉
庫

等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
精

神
教
育
に
よ
り
隊
務
運
営
に
係

る
考
え
方
を
隊
員
に
理
解
さ
せ

た
。
　

　
連
隊
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

踏
み
出
し
た
。

第35代第18普通科連隊長着任
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連
隊
は
、
５
月
22
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
真
駒
内
か
ら
支
笏
湖
ま
で
を
歩
く

民
間
イ
ベ
ン
ト
「
第
45
回
北
海
道
を
歩
こ
う
」
に
お
い
て
、給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
３
年
振
り
と
な
っ
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、

参
加
者
の
人
数
制
限
の
ほ
か
、
時
間
差
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
、
マ
ス
ク
着
用
の
統
制

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
万
全
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
４
歳
か
ら
85
歳
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
の
約
４
５
０
名
の
方
々
が
参
加
を
し
、
連
隊
が
コ
ー
ス
上
の
休
憩
地
点
に
準

備
を
し
た
水
ト
レ
ー
ラ
の
水
で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
顔
や
手
を
洗
っ
た
り
、
タ
オ

ル
を
冷
や
し
た
り
と
利
用
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の

言
葉
を
口
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
札
幌
市
内
小
学
生
の
女
の
子
達
が
「
水
が
冷
た

く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
」「
冷
た
い
水
の
お
陰
で
元
気
が
出
た
。
も
っ
と
歩
け
そ
う
」

と
話
し
て
く
れ
た
通
り
、
給
水
は
参
加
者
の
オ
ア
シ
ス
と
な
り
、 

33
㎞
の
完
歩
を

目
指
す
活
力
と
な
っ
た
。

　
連
隊
は
、
今
後
も
部
外
行
事
協
力
支
援
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
へ
の
信
頼
感
を
よ

り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
防
衛
基
盤
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

　
連
隊
は
、
３
月
31
日
（
木
）
か
ら
５
月
１
日
（
日
）

ま
で
の
間
、
大
阪
府
立
国
際
会
議
場
に
開
設
さ
れ
た

大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
た
。

　
本
支
援
は
、
国
民
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
促
進
し
感
染
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ

り
、
連
隊
か
ら
は
、
本
部
管
理
中
隊
・
長
谷
２
曹
が

要
員
と
し
て
そ
の
任
務
に
従
事
し
た
。

　
長
谷
２
曹
は
関
係
部
署
と
密
接
に
連
携
し
、
ワ
ク

チ
ン
の
薬
液
及
び
注
射
器
を
管
理
す
る
ほ
か
、
ワ
ク

チ
ン
注
射
の
任
務
に
従
事
し
た
。
多
く
の
方
が
同
会

場
に
来
ら
れ
る
多
忙
な
状
況
の
中
で
、
接
種
を
受
け

る
方
々
に
対
応
し
優
し
い
声
か
け
で
笑
顔
に
よ
っ
て

安
心
感
を
与
え
る
等
、
そ
の
任
務
を
完
遂
し
た
。

　
連
隊
は
、
５
月
９
日
（
月
）
北
海
道

防
衛
局
新
規
採
用
職
員
現
地
研
修
を
支

援
し
た
。
参
加
し
た
職
員
は
基
本
教
練
、

10
㎞
行
進
及
び
衛
生
救
護
（
担
架
搬
送
）

等
の
課
目
体
験
を
通
じ
、
自
衛
隊
の
任

務
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に

相
互
の
連
携
や
団
結
強
化
を
図
る
こ
と

が
出
来
た
。

北海道を歩こう支援

防
衛
局
職
員
研
修
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援

水トレーラの使用方法を教える隊員

防衛補佐官と防衛職員 汗だくとなり体験した担架搬送

ワ
ク
チ
ン
の
注
射
器
を

準
備
す
る
長
谷
2
曹

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
定
を

念
入
り
に
確
認

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

チ
ュ
レ
ブ
ヘ
ア
ー

96令和 4 年 8 月 1 日

連隊を力強く支える各協力団体の紹介

転
　
出
　
者

定
年
退
官
者
の
紹
介

転
　
入
　
者

「
令
和
3
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
1
等
陸
尉

　
佐
々
木
　
和
彦
（
練
馬
・
第
1
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
准
陸
尉

　
中
田
　
峰
夫
（
富
士
・
富
士
学
校
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
沢
田
　
元
気
（
真
駒
内
・
第
1
2
0
教
育
大
隊
へ
）

　
奈
良
岡
嘉
和
（
弘
前
・
第
39
普
通
科
連
隊
へ
）

　
田
中
　
　
充
（
那
覇
・
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
勢
村
　
蘭
馬
（
海
田
市
・
第
47
普
通
科
連
隊
へ
）

　
石
橋
　
厚
志
（
福
島
・
第
44
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
尉

　
山
﨑
　
大
輔
（
東
千
歳
・
第
11
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
1
等
陸
曹

　
阿
部
　
雄
樹
（
美
幌
・
第
6
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
2
等
陸
曹

　
浅
利
　
嘉
之
（
弘
前
・
第
39
普
通
科
連
隊
へ
）

　
天
野
　
優
作
（
美
幌
・
第
6
普
通
科
連
隊
へ
）

　
茂
木
　
正
大
（
札
幌
・
札
幌
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
3
等
陸
曹

　
高
橋
　
和
也
（
真
駒
内
・
第
1
2
0
地
区
警
務
隊
へ
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
尉

　
吉
田
　
聖
哉
（
留
萌
・
第
26
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
准
陸
尉

　
立
元
　
康
徳
（
久
留
米
・
第
5
陸
曹
教
育
隊
へ
）

◇
2
等
陸
曹

　
菊
地
　
直
史
（
東
千
歳
・
第
1
陸
曹
教
育
隊
へ
）

　
木
村
　
一
博
（
東
千
歳
・
第
1
陸
曹
教
育
隊
へ
）

「
令
和
4
年
度
前
期
」

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
佐
々
木
　
良
二
（
札
幌
・
北
部
方
面
総
監
部
付
隊
へ
）

　
佐
々
木
　
透
（
東
千
歳
・
第
1
陸
曹
教
育
隊
へ
）

◇
2
等
陸
曹

　
河
野
　
真
（
朝
霞
・
陸
上
総
隊
司
令
部
付
隊
へ
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】

◇
1
等
陸
尉

　
中
尾
　
晃
浩
（
目
黒
・
教
育
訓
練
研
究
本
部
へ
）

◇
1
等
陸
曹

　
荻
野
　
勝
之
（
大
宮
・
大
宮
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
3
等
陸
曹

　
太
田
　
恵
三
（
海
田
市
・
第
46
普
通
科
連
隊
へ
）

　
中
村
　
康
史
（
練
馬
・
第
1
普
通
科
連
隊
へ
）

　
大
前
　
勇
気
（
真
駒
内
・
第
52
普
通
科
連
隊
へ
）　

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
曹

　
板
垣
　
翔
太
（
山
口
・
第
17
普
通
科
連
隊
へ
）

　
作
間
　
博
康
（
武
山
・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
へ
）

　
松
田
　
文
寿
（
真
駒
内
・
第
1
2
0
地
区
警
務
隊
へ
）

　
百
武
　
雅
人
（
習
志
野
・
第
1
空
挺
団
第
1
普
通
科
大
隊
へ
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
1
等
陸
曹

　
鈴
木
　
寿
（
函
館
・
函
館
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
2
等
陸
曹

　
山
口
　
徹
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
へ
）

　
坂
井
　
伸
広
（
前
川
原
・
幹
部
候
補
生
学
校
へ
）　

◇
3
等
陸
曹

　
大
野
　
賢
（
信
太
山
・
第
37
普
通
科
連
隊
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
3
等
陸
尉

　
仁
岸
　
隆
司
（
3
月
14
日
）

◇
准
陸
尉

　
渡
辺
　
哲
也
（
1
月
5
日
）

　
二
唐
　
　
浩
（
2
月
22
日
）

　
池
田
　
靖
雄
（
3
月
12
日
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】　

◇
3
等
陸
尉

　
江
川
　
　
聡
（
3
月
14
日
）

◇
准
陸
尉

　
葉
澤
　
寿
幸
（
4
月
7
日
）

　
本
間
　
　
学
（
6
月
18
日
）

　
大
畑
　
　
真
（
８
月
１
日
）

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
准
陸
尉

　
山
本
　
英
吏
（
7
月
18
日
）

◇
陸
曹
長

　
嶋
倉
　
勝
彦
（
5
月
5
日
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
最
上
　
秀
樹
（
7
月
26
日
）

「
令
和
3
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
1
等
陸
尉

　
堀
合
　
幸
司
（
福
島
・
第
44
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
阿
倍
　
裕
司
（
市
ヶ
谷
・
自
衛
隊
指
揮
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
隊
か
ら
）

◇
1
等
陸
曹

　
長
屋
　
秀
隆
（
真
駒
内
・
第
52
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
𠮷
村
　
裕
紀
（
真
駒
内
・
札
幌
准
看
護
学
院
か
ら
）

　
花
輪
　
裕
之
（
留
萌
・
第
26
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
2
等
陸
曹

　
坪
田
　
浩
介
（
習
志
野
・
第
1
空
挺
団
か
ら
）

　
三
好
　
範
亮
（
東
千
歳
・
北
部
方
面
混
成
団
か
ら
）

　
樺
澤
　
修
（
美
幌
・
第
6
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
藤
田
　
信
幸
（
東
千
歳
・
第
1
陸
曹
教
育
隊
か
ら
）

◇
3
等
陸
曹

　
小
野
寺
　
光
（
新
町
・
第
12
対
戦
車
中
隊
か
ら
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
髙
橋
　
健
吾
（
帯
広
・
第
52
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
熊
谷
　
博
樹
（
海
田
市
・
第
46
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
川
越
　
智
行
（
相
浦
・
第
1
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

　
杉
村
　
伸
行
（
富
士
・
情
報
学
校
か
ら
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
曹

　
石
井
　
洋
之
（
板
妻
・
第
34
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
甫
村
　
拓
哉
（
国
分
・
第
12
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　「令
和
4
年
度
前
期
」

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
1
等
陸
曹

　
寺
田
　
昌
弘
（
朝
霞
・
自
衛
隊
体
育
学
校
か
ら
）

◇
3
等
陸
曹

　
西
田
　
怜
史
（
青
森
・
第
5
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
渡
部
　
正
志
（
小
平
・
情
報
学
校
か
ら
）

◇
3
等
陸
曹

　
笠
松
　
幾
磨
（
相
浦
・
第
1
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
菅
原
　
亨
介
（
相
浦
・
第
2
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
曹

　
佐
藤
　
貴
司
（
相
浦
・
第
1
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

　
倍
賞
　
和
己
（
真
駒
内
・
自
衛
隊
体
育
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
季
特
別
体
育
教
育
室
か
ら
）

　
自
衛
隊
協
力
会
は
、
自
衛
隊
の
活
動
に
理
解
し
協

力
す
る
と
と
も
に
、
駐
屯
地
等
自
衛
隊
施
設
の
見
学

や
定
期
総
会
等
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
と
の
交
流
を
深

め
て
い
る
。

　
構
成
は
各
地
域
毎
に
分
か
れ
、
道
内
の
様
々
な
駐

屯
地
、
航
空
基
地
等
に
足
を
運
び
駐
屯
地
で
の
史
料

館
の
見
学
を
始
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
車
両
等
の
体

験
搭
乗
、
隊
員
食
堂
で
の
喫
食
等
、
様
々
な
視
点
か

ら
見
学
を
し
て
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
る
。入
会
に
つ
い
て
は
ど
な
た
で
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
本
紙
６
面
参
照

　
い
っ
ぱ
ち
会
は
、
旅
団
友
の
会
に
入
会
し
「
一
日

体
験
入
隊
」
さ
れ
た
方
々
で
構
成
さ
れ
、
会
員
相
互

の
切
磋
琢
磨
・
情
報
交
換
及
び
親
和
団
結
を
深
め
る

と
と
も
に
、
連
隊
と
密
に
連
携
し
て
自
衛
隊
の
発
展

途
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
名
誉
会
長
の
川

村
昭
範
氏
、
会
長
の
中
崎
義
昭
氏
の
他
32
名
で
日
々

精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
連
隊
の
各
種
競
技
会
、
訓
練
隊
へ
の
激
励
の
ほ
か
、

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
に
お
け
る
雪
像
制
作
隊
へ

の
激
励
、
修
親
会
行
事
、
創
立
記
念
行
事
参
加
等
、

年
間
を
通
じ
連
隊
に
寄
り
添
う
支
援
を
実
施
し
て
頂

い
て
い
る
ほ
か
、
連
隊
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
真
紅
の

連
隊
旗
は
、
い
っ
ぱ
ち
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
物
で
あ

り
、「
必
成
」
と
力
強
く
書
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
連
隊
を
見
守
り
、
隊
員
の
士

気
を
高
揚
さ
せ
る
と
と
も
に
、
い
っ
ぱ
ち
会
と
連
隊

と
の
架
け
橋
と
し
て
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
隊
友
会
真
駒
内
支
部
は
、公
益
社
団
法
人「
隊
友
会
」

の
一
地
域
支
部
で
、
支
部
長
野
村
武
昌
氏
以
下
、
真

駒
内
・
澄
川
に
居
住
す
る
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
１

８
５
名
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
第
18
普
通
科

連
隊
を
は
じ
め
真
駒
内
駐
屯
地
所
属
部
隊
に
対
す
る

支
援
協
力
や
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
第
18
普
通
科
連
隊
は
そ
の
中
の
真
駒
内
支
部

と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
り
、
相
互
に
連
携
を
強

化
し
て
い
る
。
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
の
雪
像
制
作

期
間
中
に
お
い
て
は
制
作
隊
へ
の
激
励
を
し
て
頂
く

等
、
精
力
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
隊
友
会
」は
国
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
し
て
、

陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
退
職
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ

た
団
体
で
、
防
衛
及
び
防
災
関
連
諸
業
務
に
対
す
る

各
種
協
力
、
自
衛
隊
に
対
す
る
協
力
、
殉
職
隊
員
及

び
戦
没
者
等
の
慰
霊
顕
彰
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
に
寄
与
す
る
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会
は
、
第
18
普
通
科
連
隊
に
所
属

さ
れ
定
年
さ
れ
た
方
々
で
構
成
さ
れ
、
会
長
は
第
22

代
副
連
隊
長
で
あ
る
鷲
澤
洋
一
郎
氏
が
務
め
る
。
会

員
数
は
１
７
２
名
で
あ
り
、
活
動
内
容
は
定
期
総
会
、

年
２
回
の
本
機
関
紙
「
も
く
れ
ん
」
の
発
刊
、
連
隊

の
各
種
訓
練
・
行
事
及
び
訓
練
隊
等
へ
の
激
励
等
に

よ
り
、
連
隊
を
温
か
く
支
え
て
頂
い
て
い
る
。

　
併
せ
て
、Ｏ
Ｂ
会
会
員
相
互
の
親
睦
融
和
を
図
る
た

め
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
限
定
的
な
活
動
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
過
去
に
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
、
訓
練
見
学
会
及
び
懇
親
会
等
を
実
施

し
て
い
る
他
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
の
激
励
も
行
っ

て
お
り
、
旧
知
の
隊
員
と
の
再
会
を
懐
か
し
む
と
共

に
、
若
年
隊
員
へ
の
心
温
ま
る
激
励
の
お
言
葉
を
頂

く
等
、
永
き
に
渡
り
連
隊
を
支
え
る
会
員
で
囲
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
に
対
し

佐
官
の
デ
ザ
イ
ン
に
仕
立
て
た
識
別
帽
を
贈
呈
す
る

等
、
会
員
相
互
に
親
密
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

自
衛
隊
協
力
会

い
っ
ぱ
ち
会

隊
友
会
真
駒
内
支
部

も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会

田伏 （070-4010-6706）

　　ストップ！20歳未満飲酒・飲酒運転。ほどよく、楽しく、いいお酒。のんだあとは
リサイクル。
ビール

陸上自衛隊第１８普通科連隊機関紙「もくれん」 （掲載日：8月1日）
天地69mm×左右120mm　1C　断ち切り
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連
隊
は
、
５
月
22
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
真
駒
内
か
ら
支
笏
湖
ま
で
を
歩
く

民
間
イ
ベ
ン
ト
「
第
45
回
北
海
道
を
歩
こ
う
」
に
お
い
て
、給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
３
年
振
り
と
な
っ
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、

参
加
者
の
人
数
制
限
の
ほ
か
、
時
間
差
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
、
マ
ス
ク
着
用
の
統
制

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
万
全
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
４
歳
か
ら
85
歳
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
の
約
４
５
０
名
の
方
々
が
参
加
を
し
、
連
隊
が
コ
ー
ス
上
の
休
憩
地
点
に
準

備
を
し
た
水
ト
レ
ー
ラ
の
水
で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
顔
や
手
を
洗
っ
た
り
、
タ
オ

ル
を
冷
や
し
た
り
と
利
用
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の

言
葉
を
口
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
札
幌
市
内
小
学
生
の
女
の
子
達
が
「
水
が
冷
た

く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
」「
冷
た
い
水
の
お
陰
で
元
気
が
出
た
。
も
っ
と
歩
け
そ
う
」

と
話
し
て
く
れ
た
通
り
、
給
水
は
参
加
者
の
オ
ア
シ
ス
と
な
り
、 

33
㎞
の
完
歩
を

目
指
す
活
力
と
な
っ
た
。

　
連
隊
は
、
今
後
も
部
外
行
事
協
力
支
援
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
へ
の
信
頼
感
を
よ

り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
防
衛
基
盤
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

　
連
隊
は
、
３
月
31
日
（
木
）
か
ら
５
月
１
日
（
日
）

ま
で
の
間
、
大
阪
府
立
国
際
会
議
場
に
開
設
さ
れ
た

大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
た
。

　
本
支
援
は
、
国
民
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
促
進
し
感
染
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ

り
、
連
隊
か
ら
は
、
本
部
管
理
中
隊
・
長
谷
２
曹
が

要
員
と
し
て
そ
の
任
務
に
従
事
し
た
。

　
長
谷
２
曹
は
関
係
部
署
と
密
接
に
連
携
し
、
ワ
ク

チ
ン
の
薬
液
及
び
注
射
器
を
管
理
す
る
ほ
か
、
ワ
ク

チ
ン
注
射
の
任
務
に
従
事
し
た
。
多
く
の
方
が
同
会

場
に
来
ら
れ
る
多
忙
な
状
況
の
中
で
、
接
種
を
受
け

る
方
々
に
対
応
し
優
し
い
声
か
け
で
笑
顔
に
よ
っ
て

安
心
感
を
与
え
る
等
、
そ
の
任
務
を
完
遂
し
た
。

　
連
隊
は
、
５
月
９
日
（
月
）
北
海
道

防
衛
局
新
規
採
用
職
員
現
地
研
修
を
支

援
し
た
。
参
加
し
た
職
員
は
基
本
教
練
、

10
㎞
行
進
及
び
衛
生
救
護
（
担
架
搬
送
）

等
の
課
目
体
験
を
通
じ
、
自
衛
隊
の
任

務
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に

相
互
の
連
携
や
団
結
強
化
を
図
る
こ
と

が
出
来
た
。

北海道を歩こう支援

防
衛
局
職
員
研
修
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援

水トレーラの使用方法を教える隊員

防衛補佐官と防衛職員 汗だくとなり体験した担架搬送

ワ
ク
チ
ン
の
注
射
器
を

準
備
す
る
長
谷
2
曹

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
定
を

念
入
り
に
確
認

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

チ
ュ
レ
ブ
ヘ
ア
ー

96令和 4 年 8 月 1 日

連隊を力強く支える各協力団体の紹介

転
　
出
　
者

定
年
退
官
者
の
紹
介

転
　
入
　
者

「
令
和
3
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
1
等
陸
尉

　
佐
々
木
　
和
彦
（
練
馬
・
第
1
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
准
陸
尉

　
中
田
　
峰
夫
（
富
士
・
富
士
学
校
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
沢
田
　
元
気
（
真
駒
内
・
第
1
2
0
教
育
大
隊
へ
）

　
奈
良
岡
嘉
和
（
弘
前
・
第
39
普
通
科
連
隊
へ
）

　
田
中
　
　
充
（
那
覇
・
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
勢
村
　
蘭
馬
（
海
田
市
・
第
47
普
通
科
連
隊
へ
）

　
石
橋
　
厚
志
（
福
島
・
第
44
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
尉

　
山
﨑
　
大
輔
（
東
千
歳
・
第
11
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
1
等
陸
曹

　
阿
部
　
雄
樹
（
美
幌
・
第
6
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
2
等
陸
曹

　
浅
利
　
嘉
之
（
弘
前
・
第
39
普
通
科
連
隊
へ
）

　
天
野
　
優
作
（
美
幌
・
第
6
普
通
科
連
隊
へ
）

　
茂
木
　
正
大
（
札
幌
・
札
幌
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
3
等
陸
曹

　
高
橋
　
和
也
（
真
駒
内
・
第
1
2
0
地
区
警
務
隊
へ
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
尉

　
吉
田
　
聖
哉
（
留
萌
・
第
26
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
准
陸
尉

　
立
元
　
康
徳
（
久
留
米
・
第
5
陸
曹
教
育
隊
へ
）

◇
2
等
陸
曹

　
菊
地
　
直
史
（
東
千
歳
・
第
1
陸
曹
教
育
隊
へ
）

　
木
村
　
一
博
（
東
千
歳
・
第
1
陸
曹
教
育
隊
へ
）

「
令
和
4
年
度
前
期
」

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
佐
々
木
　
良
二
（
札
幌
・
北
部
方
面
総
監
部
付
隊
へ
）

　
佐
々
木
　
透
（
東
千
歳
・
第
1
陸
曹
教
育
隊
へ
）

◇
2
等
陸
曹

　
河
野
　
真
（
朝
霞
・
陸
上
総
隊
司
令
部
付
隊
へ
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】

◇
1
等
陸
尉

　
中
尾
　
晃
浩
（
目
黒
・
教
育
訓
練
研
究
本
部
へ
）

◇
1
等
陸
曹

　
荻
野
　
勝
之
（
大
宮
・
大
宮
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
3
等
陸
曹

　
太
田
　
恵
三
（
海
田
市
・
第
46
普
通
科
連
隊
へ
）

　
中
村
　
康
史
（
練
馬
・
第
1
普
通
科
連
隊
へ
）

　
大
前
　
勇
気
（
真
駒
内
・
第
52
普
通
科
連
隊
へ
）　

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
曹

　
板
垣
　
翔
太
（
山
口
・
第
17
普
通
科
連
隊
へ
）

　
作
間
　
博
康
（
武
山
・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
へ
）

　
松
田
　
文
寿
（
真
駒
内
・
第
1
2
0
地
区
警
務
隊
へ
）

　
百
武
　
雅
人
（
習
志
野
・
第
1
空
挺
団
第
1
普
通
科
大
隊
へ
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
1
等
陸
曹

　
鈴
木
　
寿
（
函
館
・
函
館
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

◇
2
等
陸
曹

　
山
口
　
徹
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
へ
）

　
坂
井
　
伸
広
（
前
川
原
・
幹
部
候
補
生
学
校
へ
）　

◇
3
等
陸
曹

　
大
野
　
賢
（
信
太
山
・
第
37
普
通
科
連
隊
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
3
等
陸
尉

　
仁
岸
　
隆
司
（
3
月
14
日
）

◇
准
陸
尉

　
渡
辺
　
哲
也
（
1
月
5
日
）

　
二
唐
　
　
浩
（
2
月
22
日
）

　
池
田
　
靖
雄
（
3
月
12
日
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】　

◇
3
等
陸
尉

　
江
川
　
　
聡
（
3
月
14
日
）

◇
准
陸
尉

　
葉
澤
　
寿
幸
（
4
月
7
日
）

　
本
間
　
　
学
（
6
月
18
日
）

　
大
畑
　
　
真
（
８
月
１
日
）

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
准
陸
尉

　
山
本
　
英
吏
（
7
月
18
日
）

◇
陸
曹
長

　
嶋
倉
　
勝
彦
（
5
月
5
日
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
最
上
　
秀
樹
（
7
月
26
日
）

「
令
和
3
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
1
等
陸
尉

　
堀
合
　
幸
司
（
福
島
・
第
44
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　
阿
倍
　
裕
司
（
市
ヶ
谷
・
自
衛
隊
指
揮
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
隊
か
ら
）

◇
1
等
陸
曹

　
長
屋
　
秀
隆
（
真
駒
内
・
第
52
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
𠮷
村
　
裕
紀
（
真
駒
内
・
札
幌
准
看
護
学
院
か
ら
）

　
花
輪
　
裕
之
（
留
萌
・
第
26
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
2
等
陸
曹

　
坪
田
　
浩
介
（
習
志
野
・
第
1
空
挺
団
か
ら
）

　
三
好
　
範
亮
（
東
千
歳
・
北
部
方
面
混
成
団
か
ら
）

　
樺
澤
　
修
（
美
幌
・
第
6
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
藤
田
　
信
幸
（
東
千
歳
・
第
1
陸
曹
教
育
隊
か
ら
）

◇
3
等
陸
曹

　
小
野
寺
　
光
（
新
町
・
第
12
対
戦
車
中
隊
か
ら
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
髙
橋
　
健
吾
（
帯
広
・
第
52
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
熊
谷
　
博
樹
（
海
田
市
・
第
46
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
川
越
　
智
行
（
相
浦
・
第
1
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

　
杉
村
　
伸
行
（
富
士
・
情
報
学
校
か
ら
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
曹

　
石
井
　
洋
之
（
板
妻
・
第
34
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
甫
村
　
拓
哉
（
国
分
・
第
12
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　「令
和
4
年
度
前
期
」

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
1
等
陸
曹

　
寺
田
　
昌
弘
（
朝
霞
・
自
衛
隊
体
育
学
校
か
ら
）

◇
3
等
陸
曹

　
西
田
　
怜
史
（
青
森
・
第
5
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
第
1
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
渡
部
　
正
志
（
小
平
・
情
報
学
校
か
ら
）

◇
3
等
陸
曹

　
笠
松
　
幾
磨
（
相
浦
・
第
1
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

【
第
2
普
通
科
中
隊
】

◇
2
等
陸
曹

　
菅
原
　
亨
介
（
相
浦
・
第
2
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

【
第
3
普
通
科
中
隊
】

◇
3
等
陸
曹

　
佐
藤
　
貴
司
（
相
浦
・
第
1
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

　
倍
賞
　
和
己
（
真
駒
内
・
自
衛
隊
体
育
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
季
特
別
体
育
教
育
室
か
ら
）

　
自
衛
隊
協
力
会
は
、
自
衛
隊
の
活
動
に
理
解
し
協

力
す
る
と
と
も
に
、
駐
屯
地
等
自
衛
隊
施
設
の
見
学

や
定
期
総
会
等
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
と
の
交
流
を
深

め
て
い
る
。

　
構
成
は
各
地
域
毎
に
分
か
れ
、
道
内
の
様
々
な
駐

屯
地
、
航
空
基
地
等
に
足
を
運
び
駐
屯
地
で
の
史
料

館
の
見
学
を
始
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
車
両
等
の
体

験
搭
乗
、
隊
員
食
堂
で
の
喫
食
等
、
様
々
な
視
点
か

ら
見
学
を
し
て
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
る
。入
会
に
つ
い
て
は
ど
な
た
で
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
本
紙
６
面
参
照

　
い
っ
ぱ
ち
会
は
、
旅
団
友
の
会
に
入
会
し
「
一
日

体
験
入
隊
」
さ
れ
た
方
々
で
構
成
さ
れ
、
会
員
相
互

の
切
磋
琢
磨
・
情
報
交
換
及
び
親
和
団
結
を
深
め
る

と
と
も
に
、
連
隊
と
密
に
連
携
し
て
自
衛
隊
の
発
展

途
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
名
誉
会
長
の
川

村
昭
範
氏
、
会
長
の
中
崎
義
昭
氏
の
他
32
名
で
日
々

精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
連
隊
の
各
種
競
技
会
、
訓
練
隊
へ
の
激
励
の
ほ
か
、

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
に
お
け
る
雪
像
制
作
隊
へ

の
激
励
、
修
親
会
行
事
、
創
立
記
念
行
事
参
加
等
、

年
間
を
通
じ
連
隊
に
寄
り
添
う
支
援
を
実
施
し
て
頂

い
て
い
る
ほ
か
、
連
隊
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
真
紅
の

連
隊
旗
は
、
い
っ
ぱ
ち
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
物
で
あ

り
、「
必
成
」
と
力
強
く
書
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
連
隊
を
見
守
り
、
隊
員
の
士

気
を
高
揚
さ
せ
る
と
と
も
に
、
い
っ
ぱ
ち
会
と
連
隊

と
の
架
け
橋
と
し
て
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
隊
友
会
真
駒
内
支
部
は
、公
益
社
団
法
人「
隊
友
会
」

の
一
地
域
支
部
で
、
支
部
長
野
村
武
昌
氏
以
下
、
真

駒
内
・
澄
川
に
居
住
す
る
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
１

８
５
名
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
第
18
普
通
科

連
隊
を
は
じ
め
真
駒
内
駐
屯
地
所
属
部
隊
に
対
す
る

支
援
協
力
や
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
第
18
普
通
科
連
隊
は
そ
の
中
の
真
駒
内
支
部

と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
り
、
相
互
に
連
携
を
強

化
し
て
い
る
。
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
の
雪
像
制
作

期
間
中
に
お
い
て
は
制
作
隊
へ
の
激
励
を
し
て
頂
く

等
、
精
力
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
隊
友
会
」は
国
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
し
て
、

陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
退
職
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ

た
団
体
で
、
防
衛
及
び
防
災
関
連
諸
業
務
に
対
す
る

各
種
協
力
、
自
衛
隊
に
対
す
る
協
力
、
殉
職
隊
員
及

び
戦
没
者
等
の
慰
霊
顕
彰
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
に
寄
与
す
る
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会
は
、
第
18
普
通
科
連
隊
に
所
属

さ
れ
定
年
さ
れ
た
方
々
で
構
成
さ
れ
、
会
長
は
第
22

代
副
連
隊
長
で
あ
る
鷲
澤
洋
一
郎
氏
が
務
め
る
。
会

員
数
は
１
７
２
名
で
あ
り
、
活
動
内
容
は
定
期
総
会
、

年
２
回
の
本
機
関
紙
「
も
く
れ
ん
」
の
発
刊
、
連
隊

の
各
種
訓
練
・
行
事
及
び
訓
練
隊
等
へ
の
激
励
等
に

よ
り
、
連
隊
を
温
か
く
支
え
て
頂
い
て
い
る
。

　
併
せ
て
、Ｏ
Ｂ
会
会
員
相
互
の
親
睦
融
和
を
図
る
た

め
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
限
定
的
な
活
動
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
過
去
に
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
、
訓
練
見
学
会
及
び
懇
親
会
等
を
実
施

し
て
い
る
他
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
の
激
励
も
行
っ

て
お
り
、
旧
知
の
隊
員
と
の
再
会
を
懐
か
し
む
と
共

に
、
若
年
隊
員
へ
の
心
温
ま
る
激
励
の
お
言
葉
を
頂

く
等
、
永
き
に
渡
り
連
隊
を
支
え
る
会
員
で
囲
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
に
対
し

佐
官
の
デ
ザ
イ
ン
に
仕
立
て
た
識
別
帽
を
贈
呈
す
る

等
、
会
員
相
互
に
親
密
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

自
衛
隊
協
力
会

い
っ
ぱ
ち
会

隊
友
会
真
駒
内
支
部

も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会

田伏 （070-4010-6706）

　　ストップ！20歳未満飲酒・飲酒運転。ほどよく、楽しく、いいお酒。のんだあとは
リサイクル。
ビール

陸上自衛隊第１８普通科連隊機関紙「もくれん」 （掲載日：8月1日）
天地69mm×左右120mm　1C　断ち切り
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連
隊
は
、
5
月
16
日
（
月
）
か
ら
5
月

25
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習

場
（
島
松
・
恵
庭
・
千
歳
地
区
）
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
「
令
和
4
年
度
第
1
次
旅

団
演
習
」
に
参
加
し
た
。

　
本
演
習
の
場
に
お
い
て
、
第
1
普
通
科

中
隊
及
び
補
給
小
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施

し
た
が
、
受
閲
部
隊
は
、
配
属
・
協
同
部

隊
等
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
統
裁
官
要

望
事
項
で
あ
る
「
指
揮
の
要
訣
の
実
践
」

「
敵
を
意
識
し
た
行
動
の
確
行
」「
安
全
管

理
」
の
実
践
に
努
め
た
。

　
受
閲
部
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
・
地

位
・
役
割
に
基
づ
き
目
標
を
達
成
す
る
べ

く
、
戦
闘
行
動
に
邁
進
し
て
、
攻
撃
に
お

け
る
各
種
行
動
に
関
す
る
練
度
を
向
上
さ

せ
て
、
所
望
の
訓
練
成
果
を
獲
得
し
た
。

　
他
方
、
将
来
作
戦
を
見
据
え
た
見
積
や

準
備
に
係
る
教
訓
を
獲
得
し
た
こ
と
か

ら
、
今
後
更
な
る
訓
練
に
よ
り
是
正
を

図
っ
て
い
く
。

第
１
次
旅
団
演
習

息をひそめ敵を狙う機関銃手

攻撃前進で渡渉し敵地に向かう分隊員

　
連
隊
は
、
2
月
21
日
（
月
）
か
ら
2
月
23
日
（
水
）
ま
で
の
間
、「
令

和
3
年
度
第
3
次
連
隊
練
成
訓
練
」
並
び
に
「
第
3
普
通
科
中
隊
及
び

衛
生
小
隊
訓
練
検
閲
」
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
冬
季
練
成
集
中
期
間
の
場
を
活
用
し
て
、
夜
間
ス
キ
ー

行
進
及
び
防
御
に
係
る
練
度
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。
ス
キ
ー

行
進
に
お
い
て
不
慣
れ
な
新
補
職
者
も
い
る
中
、
行
進
隊
形
を
維
持
し

つ
つ
約
16
㎞
を
全
隊
員
が
完
歩
し
た
。
防
御
準
備
に
お
い
て
は
、
約
6

時
間
と
い
う
時
間
に
余
裕
の
な
い
中
に
あ
っ
て
効
率
的
・
効
果
的
に
準

備
の
促
進
を
図
る
た
め
隊
員
一
人
ひ
と
り
の
任
務
を
明
示
し
て
行
動
さ

せ
る
と
と
も
に
、
防
御
戦
闘
に
お
い
て
は
、
積
雪
寒
冷
地
の
特
性
を
踏

ま
え
た
基
本
・
基
礎
の
実
践
や
敵
を
意
識
し
た
行
動
に
よ
り
所
望
の
成

果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
３
次
連
隊
練
成

各
種
火
砲
射
撃

実
爆
訓
練

　
連
隊
は
、
６
月
５
日
（
日
）
か
ら
６

月
７
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
各
種
火
砲

射
撃
及
び
実
爆
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
各
級
指
揮
官
の
射

撃
指
揮
及
び
各
種
火
砲
等
の
射
撃
練

度
、
実
爆
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
重
迫
撃
砲
射
撃
に
お
い
て
は
９

月
に
実
施
さ
れ
る
旅
団
迫
撃
砲
競
技

会
に
向
け
た
足
掛
か
り
と
な
る
成
果

を
獲
得
し
た
。
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連
隊
基
本
基
礎
競
技
会

弾薬を受け取る分隊員

旅団長に表彰される第３普通科中隊

第
３
普
通
科
中
隊
が
大
健
闘

本
部
管
理
中
隊
が
総
合
優
勝

「
車
両・炊
事・情
報
」で
競
う

　連
隊
は
、
6
月
15
日
（
水
）
か
ら

7
月
4
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
令
和

4
年
度
連
隊
基
本
基
礎
競
技
会
を
実

施
し
た
。
本
競
技
会
は
（
車
両
・
炊
事
・

情
報
）
各
競
技
の
総
得
点
で
総
合
順

位
を
決
定
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は

本
部
管
理
中
隊
が
総
合
優
勝
を
手
に

し
た
。

　本
競
技
会
を
通
じ
て
、
各
種
基
本

基
礎
に
係
る
能
力
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
隊
員
の
士
気
の
高
揚
及
び
団

結
の
強
化
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　連
隊
は
、
2
月
8
日
（
火
）

か
ら
2
月
10
日
（
木
）
ま
で

の
間
「
令
和
3
年
度
連
隊
冬

季
戦
技
射
撃
競
技
会
」
を
実

施
し
た
。

　本
競
技
会
で
は
、
積
雪
寒

冷
地
部
隊
と
し
て
任
務
遂
行

に
必
要
な
ス
キ
ー
総
合
機
動

と
激
動
射
撃
を
実
施
し
て
そ

の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

　各
中
隊
は
、
競
技
会
「
優

勝
」
を
目
指
し
地
道
に
訓
練

を
積
み
上
げ
る
と
と
も
に
、

特
性
に
応
ず
る
梯
隊
編
成
や

背
の
う
を
使
用
し
た
射
撃
要

領
等
、
創
意
を
凝
ら
し
本
競

技
会
に
臨
ん
だ
。

　本
競
技
会
に
お
い
て
本
部

管
理
中
隊
が
初
の
「
総
合
優

勝
」
を
果
た
し
輝
か
し
い
中

隊
の
歴
史
に
そ
の
名
を
刻
ん

だ
。

　連
隊
は
、
2
月

27
日
（
日
）
か
ら

3
月
1
日
（
火
）

ま
で
の
間
、
旅
団

迫
撃
砲
射
撃
競
技

会
に
参
加
し
た
。

　こ
の
中
で
第
3

普
通
科
中
隊
迫
撃

砲
小
隊
が
旅
団
最

優
秀
小
隊
の
表
彰

を
受
け
、
輝
か
し

い
連
隊
の
歴
史
に

そ
の
名
を
刻
ん
だ
。

迫
撃
砲
小
隊
、
重

迫
撃
砲
小
隊
と
も

に
、
本
競
技
会
を

通
じ
て
明
ら
か
と

な
っ
た
教
訓
を
糧

と
し
、
更
に
是
正

を
図
っ
て
い
く
。

旅団狙撃手集合訓練

冬季戦技射撃競技会旅
団
迫
撃
砲
競
技
会

旅
団
狙
撃
手
候
補
者
８
名
の
育
成
に
寄
与 

　
連
隊
は
、4
月
11
日
（
月
）
か
ら
6
月
24
日
（
水
）

ま
で
の
間
、
３
次
に
渡
る
旅
団
狙
撃
手
集
合
訓
練

を
担
任
し
て
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
で
、
本
部
管
理
中
隊
狙
撃
班
長
を
主
任

教
官
と
し
て
旅
団
隷
下
部
隊
の
狙
撃
手
候
補
者
に

対
し
、
狙
撃
手
と
し
て
必
要
な
潜
入
や
射
撃
に
係

る
練
度
を
向
上
さ
せ
狙
撃
手
候
補
者
を
育
成
し
た
。

　
連
隊
は
、
8
月
中
旬
か
ら
の
方
面
集
合
教
育
を

引
き
続
き
担
任
す
る
予
定
で
あ
る
。
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連
隊
は
、
5
月
16
日
（
月
）
か
ら
5
月

25
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習

場
（
島
松
・
恵
庭
・
千
歳
地
区
）
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
「
令
和
4
年
度
第
1
次
旅

団
演
習
」
に
参
加
し
た
。

　
本
演
習
の
場
に
お
い
て
、
第
1
普
通
科

中
隊
及
び
補
給
小
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施

し
た
が
、
受
閲
部
隊
は
、
配
属
・
協
同
部

隊
等
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
統
裁
官
要

望
事
項
で
あ
る
「
指
揮
の
要
訣
の
実
践
」

「
敵
を
意
識
し
た
行
動
の
確
行
」「
安
全
管

理
」
の
実
践
に
努
め
た
。

　
受
閲
部
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
・
地

位
・
役
割
に
基
づ
き
目
標
を
達
成
す
る
べ

く
、
戦
闘
行
動
に
邁
進
し
て
、
攻
撃
に
お

け
る
各
種
行
動
に
関
す
る
練
度
を
向
上
さ

せ
て
、
所
望
の
訓
練
成
果
を
獲
得
し
た
。

　
他
方
、
将
来
作
戦
を
見
据
え
た
見
積
や

準
備
に
係
る
教
訓
を
獲
得
し
た
こ
と
か

ら
、
今
後
更
な
る
訓
練
に
よ
り
是
正
を

図
っ
て
い
く
。

第
１
次
旅
団
演
習

息をひそめ敵を狙う機関銃手

攻撃前進で渡渉し敵地に向かう分隊員

　
連
隊
は
、
2
月
21
日
（
月
）
か
ら
2
月
23
日
（
水
）
ま
で
の
間
、「
令

和
3
年
度
第
3
次
連
隊
練
成
訓
練
」
並
び
に
「
第
3
普
通
科
中
隊
及
び

衛
生
小
隊
訓
練
検
閲
」
を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
冬
季
練
成
集
中
期
間
の
場
を
活
用
し
て
、
夜
間
ス
キ
ー

行
進
及
び
防
御
に
係
る
練
度
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。
ス
キ
ー

行
進
に
お
い
て
不
慣
れ
な
新
補
職
者
も
い
る
中
、
行
進
隊
形
を
維
持
し

つ
つ
約
16
㎞
を
全
隊
員
が
完
歩
し
た
。
防
御
準
備
に
お
い
て
は
、
約
6

時
間
と
い
う
時
間
に
余
裕
の
な
い
中
に
あ
っ
て
効
率
的
・
効
果
的
に
準

備
の
促
進
を
図
る
た
め
隊
員
一
人
ひ
と
り
の
任
務
を
明
示
し
て
行
動
さ

せ
る
と
と
も
に
、
防
御
戦
闘
に
お
い
て
は
、
積
雪
寒
冷
地
の
特
性
を
踏

ま
え
た
基
本
・
基
礎
の
実
践
や
敵
を
意
識
し
た
行
動
に
よ
り
所
望
の
成

果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
３
次
連
隊
練
成

各
種
火
砲
射
撃

実
爆
訓
練

　
連
隊
は
、
６
月
５
日
（
日
）
か
ら
６

月
７
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
各
種
火
砲

射
撃
及
び
実
爆
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
各
級
指
揮
官
の
射

撃
指
揮
及
び
各
種
火
砲
等
の
射
撃
練

度
、
実
爆
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
重
迫
撃
砲
射
撃
に
お
い
て
は
９

月
に
実
施
さ
れ
る
旅
団
迫
撃
砲
競
技

会
に
向
け
た
足
掛
か
り
と
な
る
成
果

を
獲
得
し
た
。
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